
提
案
番
号

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
取
得
制
度
等

の
見
直
し

平
成

30
年
７
月
１
０
日
（
火
）

九
州
地
方
知
事
会
（
佐
賀
県
）

1

佐
賀
県
子
育
て
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

さ
が
っ
ぴ
ぃ
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Ⅰ
提
案
の
背
景

〇
全
国
的
に

も
待
機
児

童
の
数
は

増
え
て
い

る
が

、
佐

賀
県
で
も
利

用
児
童
数

の
増
加
に

伴
い
、
待

機
児

童
数

が
増
え
て
い

る
。

〇
高
ま
る
放

課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の

ニ
ー
ズ
に

応
え

る
に

は
放
課
後
児

童
支
援
員

の
確
保
が

必
要

〇
放
課
後
児

童
支
援
員

認
定
研
修

の
受
講
要

件
は

複
数

あ
る
が
、
こ

の
う
ち
「

実
務
経
験

年
数
」
に

つ
い

て
は

、
短
縮
を

望
む
声
が

市
町
及
び

現
場
か
ら

多
く

寄
せ

ら
れ
て
い
る

。

2
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Ⅱ
地
域
に
お
け
る
課
題
等

〇
共
働
き

の
増

加
等
に

よ
り
、
佐

賀
県
で
は

利
用

児
童

数
の
伸
び

率
が

高
く
な

っ
て
き
て

い
る
。

〇
特
に
３

年
生

ま
で
の

児
童
に
お

い
て
は
、

校
区

内
の

小
学
生
の

７
割

が
利
用

し
て
い
る

市
町
も
あ

る
。

〇
公
立
公

営
の

割
合
が

他
県
よ
り

高
く
、
市

町
直

営
の

場
合
、
従

事
者

は
市
町

の
職
員
と

な
り
、
給

料
表

の
他

の
職
種
と

の
比

較
で
賃

金
改
定
に

柔
軟
性
が

な
い

。
特

に
、
資

格
の

な
い
補

助
員
の
処

遇
改
善
は

難
し

い
。

3

※
佐
賀
県
：
公

立
公

営
61

％
、
公

立
民
営

36
％
、
民
立
民
営

3％
（
平
成

29
年

5月
１
日
時
点
）

全
国
平
均

：
公
立
公
営

35
.3
％
、
公
立
民
営

45
.5
％

、
民

立
民
営

19
.3
％

（
平
成

29
年

5月
１
日
時
点
）

※
H2

7国
勢
調
査
結
果
か
ら
、
佐
賀
県
の
共
働
き
率
（

54
.1

%
）
は
九
州

１
位
（
全
国
で
は
９
位
）
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○
佐
賀
県
内
の
状
況
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

の
実

施
状

況

56
 

65
 

87
 

88
 

98
 

10
1 

11
2 

11
5 

13
5 

14
4 

15
4 

16
4 

17
1 

17
6 

19
4 

19
8 

20
1 

20
5 

21
3 

22
8 

24
2 

24
8 

25
9 

54
 

54
 

60
 

60
 

83
 

93
 

88
 13

8 

18
3 

23
5 

26
4 

3,
93

4 5,
21

7 4,
71

1 5,
26

0 5,
61

7 5,
91

3 6,
80

5 6,
78

9 6,
68

7 7,
04

4 7,
11

1 7,
24

8 7,
81

2 8,
28

2 9,
24

3 9,
79

6 10
,3

02
 10
,9

09
 020

00

40
00

60
00

80
00

10
00

0

12
00

0

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

8
9

10
11

12
13

14
15

16
17

18
19

20
21

22
23

24
25

26
27

28
29

30

児 童 数 （ 人 ）

ク ラ ブ 数

年
度

ク
ラ
ブ
数

待
機
児
童
数

登
録
児
童
数

＜
平

成
3
0
年

度
の

状
況

＞
・
登

録
児

童
数

：
1
0
,9

0
9
人
（
前
年

度
比

6
%増

）
う
ち

4
年

生
以

上
の

児
童

1
,7

1
6
人
（前

年
度
比

19
%
増
）

・
待

機
児
童
数

：
9
市
町
で

2
64
人
（
前
年

度
比

1
2%
増

）

（
各
年
度

5月
1日

時
点
）

4
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Ⅲ
具
体
的
な
支
障
事
例

資
格
取
得

者
が
退
職
し
た
場
合
、
し
ば
ら
く
の
間
、
新
た
に
採
用
し
た
者
が
放
課
後
児

童
支
援
員

に
な
る
こ
と
が
で
き
ず
、
基
準
省
令
上
の
配
置
（

2名
以
上
）
が
難
し
く
な

る
事
態
が

生
じ
て
い
る
。

認
定
資
格

研
修
を
受
講
す
る
場
合
に
は
、
ど
う
し
て
も
児
童
ク
ラ
ブ
で
従
事
す
る
時
間

に
支
障
が

で
る
た
め
、
各
ク
ラ
ブ
（
支
援
単
位
）
か
ら
１
名
程
度
し
か
受
講
で
き
な

い
。
よ
っ

て
、
実
務
経
験
年
数
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
り
、
早
い
段
階
で
の
受
講
が
可

能
と
な
り

、
各
児
童
ク
ラ
ブ
内
で
の
受
講
対
象
（
希
望
）
者
の
重
複
を
減
ら
す
こ
と
が

可
能
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。

支
援
員
の

多
く
が
５
０
代
～
６
０
代
で
あ
り
、
入
れ
替
わ
り
も
多
い
。
必
要
な
実
務
経

験
年
数
が

長
い
と
各
ク
ラ
ブ
（
支
援
単
位
）
に
１
名
以
上
の
支
援
員
の
配
置
が
厳
し
く

な
る
。

（
市

町
・

現
場

か
ら

の
声

）

支
援
員
の

処
遇
や
社
会
的
地
位
が
不
安
定
な
状
況
の
中
で
、
２
年
間
の
実
務
の
途
中
で

転
職
す
る

場
合
が
多
く
あ
る
。
（
資
格
を
取
得
し
た
後
で
の
転
職
も
多
い
）

5
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支
援
員
に

応
募
い
た
だ
い
て
い
る
方
の
多
く
は
児
童
福
祉
事
業
へ

従
事
さ
れ
た
経
験
が

無
く
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
経
験
を
重
ね
る
こ
と
で
し
か
認

定
資
格
研
修
の
受
講

要
件
を
満

た
せ
ま
せ
ん
。
未
経
験
者
で
あ
る
が
故
に
、
自
身
の
専

門
性
を
高
め
た
い
、

勉
強
す
る

機
会
を
多
く
持
ち
た
い
と
い
う
支
援
員
も
お
り
、
早
期

に
認
定
資
格
研
修
を

受
講
で
き

れ
ば
支
援
員
に
と
っ
て
大
き
な
利
益
に
な
る
と
考
え
る

。

教
員
免
許

、
保
育
士
等
の
資
格
を
持
た
れ
て
い
な
い
方
で
、
１
年

間
平
日
ほ
と
ん
ど
毎

日
児
童
ク

ラ
ブ
に
勤
務
さ
れ
、
や
る
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
方

が
、

2年
以
上
の
経

験
で
も
実

務
経
験

2,
00

0時
間

に
は
全
然
届
か
な
か
っ
た
た
め
に
認
定
資
格
研
修
を
受

講
で
き
な

か
っ
た
。

2,
00

0時
間
は
目
安
と
さ
れ
て
い
る
が
、
示
さ
れ
て
い
る
以
上
縛

ら
れ
る
。

現
状
、
支

援
員
の
資
格
者
や
認
定
資
格
研
修
受
講
要
件
を
満
た
す

者
（

20
00

時
間
要
件

を
ク
リ
ア

す
る
に
は
、
実
質
的
に
３
年
目
に
か
か
る
）
が
少
な
い

た
め
、
資
格
者
の
確

保
に
苦
慮

し
て
い
る
。

※
「
「

放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び

運
営

に
関
す
る

基
準

に
つ

い
て
」
の

留
意
事
項
に
つ
い
て
」

（
平

成
26

年
５

月
30

日
雇
児
育
発

05
30

第
１

号
）

よ
り
抜

粋

基
準

第
10

条
第
３
項
第
９
号
の
「

2年
以
上

放
課
後

児
童
健

全
育
成

事
業
に

類
似
す

る
事
業
に
従
事
し
た
者
」
と

は
局

長
通
知
の
（
３
）
の
と
お
り
、
「
遊
び

を
通

じ
て

児
童
と
継

続
的

な
関

り
を
持
っ
た
経
験
の
あ
る
者
」
と
し

て
い

る
。
ー
中
略
ー

ま
た

、
こ

こ
で
の
「
継
続
的
」
と
は
、

２
年
以

上
従
事

し
、
か

つ
、
総

勤
務
時

間
が

20
00

時
間
程
度
あ
る
こ
と
が

一
定

の
目
安
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

6
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半
年

16
%

１
年

37
%

１
年
半

5%

総
合
的
判
断

42
%

適
切
な
実

務
経

験
年

数

半
年

１
年

１
年
半

総
合
的
判
断

そ
の
他

市
町
へ
の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

①
認
定
資
格
研
修
の
受
講
要
件
の
短
縮
を
希
望
の
場
合
、
何
年
の
実
務
経
験
年
数
が
あ

れ
ば
妥
当
と
言
え
る
か
。

7

県
内
市
町
に

①
放
課
後
児
童
認
定
資
格
研
修
の
受
講
要
件
を
短
縮
し
た
場
合
の
妥
当
な
年

数
、

②
現
在
受
講
で
き
な
い
補
助
員
数
、

③
短
縮
さ
れ
た
場
合
受
講
で
き
る
人
数
、

④
現
行
制
度
で
の
支
障
事
例
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

実
務
に
基
づ
く

ノ
ウ
ハ
ウ
、

児
童
・
保
護
者

や
他
の
職
員

か
ら
の
信
頼
関

係
等
を
踏
ま
え

て
総
合
的
に
判

断
す
る
の
が
よ
い

と
い
う
意
見
が

多
い

１
年
経
験
す
れ

ば
、
一
通
り
の
こ

と
が
で
き
る
、

な
ど
１
年
が
妥
当

と
い
う
意
見
も

次
い
で
多
か
っ
た
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31
7

20
5

12
8

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

半
年

１
年

１
年
半

受
講
で
き

る
人

数

H
30

.4
.1
時

点
で

受
講

で
き

な
い

補
助

員
人

数
・

・
・

３
９

９
人

市
町
へ
の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

以
下
の
実

務
経
験
年

数
以

上
で

あ
れ

ば

8

②
現
在
（

H3
0.

4.
1時

点
）
、
認
定
資
格
研
修
受
講
要
件
の
実
務
経
験
年
数
２
年
以
上
に
よ

り
、
受
講
で
き
な
い
補
助
員
は
何
人
い
る
か
。

※
職
員
の
退
職
に
よ
る
入
れ
替
わ
り
が

激
し
く
、
経
験
年
数
半
年
未
満
（
８
２

人
）
の
補
助
員
も
多
い
た
め
、
研
修
受

講
が
平
成
３
１
年
度
末
ま
で
に
完
了
す

る
見
込
み
が
立
た
な
い
。

③
受
講
で
き
な
い
補
助
員
が
い
る
場
合
、

H3
0.

4.
1時

点
で
次
の
実
務
経
験
年
数
（
半
年
、

１
年
、
１
年
半
）
で
受
講
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
何
人
受
講
で
き
ま
す
か
。

２
年
以
上
勤
務
で
も

20
00

時
間

未
満
の
ケ
ー
ス
も
約

80
人
い
る
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Ⅳ
提
案
内
容

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
が
定
め
る
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
要

件
に
係
る
実
務
経
験
年
数
の
短
縮

少
な
く
と
も
１
年
以
上
実
務
経
験
が
あ
れ
ば
、
そ
の
あ
と
は
実
務
に
基
づ
く
ノ
ウ
ハ

ウ
、
児
童
・
保
護
者
や
他
の
職
員
か
ら
の
信
頼
関
係
等
を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
判
断

〇
放

課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
の
内
容
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
従
事
す
る
中
で

必
要

か
つ
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
実
務
経
験
年
数
の
短
縮
に
よ
り
、
こ
の
研
修
を

早
め

に
受
講
す
る
こ
と
は
結
果
的
に
支
援
員
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

※
さ

ら
に
認
定
資
格
研
修
以
外
で
も
、
県
や
市
町
に
よ
る
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
で
補
っ
て

い
る

。

資
格
要
件
に
係
る
実
務
経
験

年
数
を
短
縮
を
行
っ
て
も
質
の
低
下
に
は
つ
な
が
ら
な
い

9
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Ⅴ
提
案
実
現
後

現
在
の
実
務
経
験
年
数
で
は
、

受
講
で
き
な
い
補
助
員

（
H3

0.
4.

1時
点
）

・
・
・

３
９
９
人

実
務
経
験
年
数
を
も
し

1年
以

上
（
総
体
的
判
断
）
に
し
た
場
合

現
時

点
で

２
０

５
人

受
講

可
能

新
た
に

受
講
で
き

る
支

援
員

２
名

を
１

ク
ラ
ブ

（
支
援

単
位
）
に

配
置

し
た

と
仮

定
し

て
・
・

・

約
１

０
０

支
援

単
位

創
設

可
能

※
基
準
に
よ
り
、

１
支
援
単
位
（
児
童
お
お
よ
そ
４
０
名
）

佐
賀
県
内
待
機
児
童
数

（
H3

0.
5.

1時
点
）

２
６
４
人

待
機

児
童

数
０
人

に
？

！
単
純
計

算
で

26
4-

(4
0×

10
0)
≒
△

37
36

※
処
遇
改

善
も

し
や

す
い

！

10

（
参

考
：

佐
賀

県
H3

0.
5.

1時
点

支
援

員
等
配
置
人
数

…
９
９
９
人
）

※
た

だ
し

、
H3

1年
度

末
ま
で

の
み

な
し
規

定
は
考

慮
し

て
い

な
い

。
現

在
い
る

補
助
員

は
す
で

に
勤
務

し
て
い

る
た
め

、
補
助

員
の

補
充

は
適

宜
必

要

※
H3

0.
4.

1時
点
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